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1 修士論文要旨
中国モノづくり企業の生産システムの変遷に関する考察
一製品のアー キテクチャから見た中国に生きる日本とアメリカの生産システムー
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■キーワード
本論文では､｢消費者心理 ･製品デザイン･モ
ジュール化｣というキーワードを通じて､中国モ
ノづくり企業の生産システムを分析する｡つま
り､中国のモノづくり企業はどのような生産手法
で ｢メード･イン･チャイナ｣の製品を世界中に
溢れるようにしたのか?また､中国モノづくり企
業の急速の成長を促進した要因を究明することが
本論文の主旨である｡
まず､歴史的な経緯から考察している｡新中国
が建国以来､1978年以前 (改革開放前)において､
本来の中国製造企業は日本の生産システムと近い
要素を持っていた｡しかしながら､市場経済への
移行期 (1978年以後)において､国家戦略や企業
戦略などさまざまな要因の影響を受けて､中国モ
ノづくり企業の生産システムはアメリカに傾斜し
てきたことを検証する｡政策的な影響を受けた中
国産業は正味発展期間が日本とアメリカを比べて
みれば極めて日が浅い背景の下で､産業全般が遅
れることに制約されたくない中国モノづくり企業
において､日本のインテグラル型 (搾り合わせ)
生産システムではなく､短期間で広い範囲で部品
調達でき､たちまち組み立てることが可能である
アメリカのモジュラー型 (組み合わせ)生産シス
テムをベンチマーキングした｡これによって､値
段が安くて､品質がそこそこであり､バリエーショ
ンが豊富な製品を､長期的に消費意識が抑圧され
た､製品知識の不成熟の消費者へ提供することに
成功していることを指摘する｡
しかし､WTOに加盟 した中国において､この
ような生産システムがいつまで維持できるのか､
さらに中国のモノづくり企業がいかに競争能力を
増すかとの問題に対して､本論文では顧客の心理
を出発点とし､｢構想図｣という概念を展開した,
また､地道な日本的インテグラルモノづくり体制
と戦略的なアメリカ的モジュラー型生産システム
を解釈することによって､製品構造面から中国モ
ノづくり企業の競争力構築にヒントを与える｡
以上の観点から,中国自動車産業を例として分
析をすすめている｡近年沿海地域をはじめとする
個人所得の増加は､自動車需要に対する飛躍的増
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加を促した｡このことが､中国全土で102社の自
動車組み立てメーカ-の乱立をもたらした｡この
中で上海汽車工業グループ (以下上汽グループ)
の成長モデルを抽出する｡上汽グループを代表と
する技術力や資金力をつけてきた中国モノづくり
企業では､海外企業の買収による国内生産への同
化が著しく進んでおり､国内の自動車産業におい
て､102社の組み立てメーカーを抱えている中国
自動車産業の再編が余儀なくされつつある｡その
結果として､外資の導入による合弁生産システム､
あるいはオープンモジュ-ル化による ｢とりあえ
ず儲かる｣生産システムが技術や企業体力の一つ
獲得ステップであることを検証する｡
結論は以下のとおりである｡中国モノづくり企
業の先頭部隊は技術力や資金力をつけてきた｡こ
れから消費者の製品知識に対する成熟化や有力外
国企業の中国参戦による市場の成熟化が中国モノ
づくり企業への試練として一層深まってくると考
えられる｡そして､中国モノづくり企業は東洋人
の繊細性と西洋人の豪放性を兼ねる性格をもつ中
国消費者の ｢構想図｣の進化を追いかけ､引導す
る必要がある｡このため日本の地道な生産システ
ムのように深層的なモノづくり組織能力を構築し
なければならないと筆者は考えている｡日本式の
生産システムとアメリカ式の生産システム中国で
の ｢適用｣と ｢適応｣は､日本とアメリカの世界
生産工場としての中国への技術移転の程度と､消
費者の ｢構想図｣を中国モノづくり企業がいかに
解釈し､互いに切瑳琢磨するかによって決まると
思われる｡
